
  

感謝を込めて・・・。 

 

学校評議員会 

よいまとめをして、よいスタートを切ろう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

往生山だより 
令和３年 ３月 １２日 

ＮＯ.８０ 

文責 校長 五十嵐 

 卒業式まで残り６日となりました。おそらく６年生

は小学校生活が終わる寂しさと、これから始まる中

学校生活への期待が入り交じった複雑な心境だと

思います。現在（いま）しか感じることができないそ

の心の変化をじっくりと味わい、大切にし、自身の成

長につなげて欲しいと思います。 

 ３日には、これまで入遠野小学校をリードし導いて

くれた６年生に感謝の気持ちを伝えるため「６年生

を送る会」を実施しました。５年生の代表児童が感謝

の言葉を述べた後、全校生でゲームを楽しみまし

た。活動中の６年生の穏やかな表情と、準備・進行し

てくれた５年生の緊張感ある表情が印象的でした。

また、鼓笛隊の移杖式も実施し、リーダーとしての

バトンタッチがしっかりと行われました。６年生が守っ

てきた伝統を引き継ぎ、さらに発展させることがで

きるようみんなでがんばっていきたいと思います。 

 ２月２６日の授業 

参観に合わせて、 

本年度２回目の学 

校評議員を開催し 

ました。評議員の 

皆様に授業を参観 

していただき、また、本年度の教育活動・学校評価

アンケートについても説明し、ご提言やご意見を

いただきました。 

 授業を参観された評議員の方からは「子ども達の

意欲的な取り組みが素晴らしい。」「ICT機器が効果

的に活用されている。」等のご意見の他に、「一方的

な発表だけでなく、双方向の交流を目指して欲し

い。」「実体験を重視し、そこから生まれる考えを大

切にして欲しい。」等のご意見も頂戴しました。今後

の教育活動にいかしていきたいと思います。 

【「忘れない」「伝える」「備える」 

～東日本大震災から１０年～ 】 

３月１日の全校集会では、東日本大震災について話をしまし

た。震災から１０年が経過し、風化が懸念される現状において、

これからも震災を教訓として安心・安全な生活を送るために

も、「忘れないこと」「伝えること」「備えること」が大切であ

ることを話しました。また、みんなで力を合わせて未来に向

かって復興を進めていかなければならないことも話しまし

た。子ども達は真剣に聞いてくれました。今後も、これからの

福島県・東北・日本を担う子ども達にしっかりと伝えていきた

いと思います。 

【次年度への準備も着々と】 

  鼓笛隊だけでなく、 

集団登校班長や縦割

り清掃班長も６年生か

ら引き継いでいます。

現在、主に５年生が中

心となって、６年生に

見守られながら一生

懸命に活動していま

す。慣れるまではいろ

いろと苦労があると

思います。ご家庭でも 

励ましの言葉をかけていただければと思いま

す。 


